
小
泊
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
泊
区
有
文
書
は
、
羽
茂
小
泊
集
落
に
伝
来
す
る
江
戸
時
代
の
小
泊
村
以
来
の
文

書
群
で
あ
る
。
歴
代
の
惣
代
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
、
良

好
な
保
存
状
態
で
引
き
継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
平
成
一
一
年
八
月
二
〇
日

か
ら
二
二
日
に
か
け
て
新
潟
県
立
文
書
館
の
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
寛
永
一
五
年

（
一
六
三
八
）
か
ら
平
成
一
〇
年
に
い
た
る
合
計
八
〇
九
点
の
文
書
が
把
握
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
な
か
に
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
前
半
に
か
け
て
の
絵
図
（
地
図
）
が
良
好
な

状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
江
戸
後
期
の
絵
図
を
も
と
に
明
治
初
年
の
地
引
絵
図
を
作
成
し
て
い
る
様
子
が

確
認
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
貴
重
な
事
例
と
言
え
る
。

　
以
下
、
年
代
順
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

❶
文
化
一
三
年
の
村
絵
図

　
一
般
に
「
文
化
の
大
絵
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
一
枚
も
の
の
彩
色
絵
図
で
あ
る
。

佐
渡
の
各
村
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
作
成
年
代
は
概
ね
文
化
一
三
年（
一
八
一
六
）で
、

な
か
に
は
文
化
一
四
・
一
五
年
の
も
の
も
あ
る
。
文
化
一
二
年
に
佐
渡
奉
行
所
の
地

は
じ
め
に

　
新
潟
県
の
佐
渡
地
区
で
は
、
区
有
文
書
の
な
か
に
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
前
半
に

か
け
て
作
成
さ
れ
た
絵
図
（
地
図
）
が
伝
来
し
て
い
る
。

　
佐
渡
に
お
け
る
区
有
文
書
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
利
夫
の
論
文

（
1
（

に
詳
し
い
が
、
区
有

文
書
の
目
録
と
し
て
『
大
野
区
有
文
書

（
2
（

』
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
佐
渡
に
お
け
る
区

有
文
書
の
構
成
を
知
る
上
で
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
新
潟
県
立
文
書
館
に
よ
っ
て
区

有
文
書
の
調
査
も
進
め
ら
れ
て
い
る

（
3
（

。

　
区
有
文
書
と
い
う
性
格
上
、
一
般
に
広
く
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
本
報
告
も
、
特
に
調
査
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
小
泊
区
有
文
書

（
佐
渡
市
羽
茂
小
泊
）
に
残
る
絵
図
（
地
図
）
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
る
。

　
小
泊
地
区
は
、
佐
渡
市
西
部
、
真
野
湾
に
面
し
た
段
丘
上
に
位
置
し
、
平
安
時
代

の
須
恵
器
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
前
半
に
か
け
て

の
小
泊
村
は
、
海
岸
部
の
小
泊
と
山
間
部
の
飛
び
地
、
新
屋（
新
谷
）か
ら
成
り
立
っ

て
い
た
が
、
新
屋
（
新
谷
）
は
明
治
二
一
年
に
下
川
茂
村
に
編
入
さ
れ
、
行
政
上
は

別
々
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
小
泊
は
、
明
治
二
二
年
に
亀
ノ
背
村
、
明
治
三

四
年
に
西
三
川
村
、
昭
和
三
〇
年
に
羽
茂
町
の
一
部
と
な
り
、
現
在
は
佐
渡
市
羽
茂

佐
渡
地
区
に
お
け
る
地
籍
図
の
所
在
状
況
　小
泊
区
有
文
書
を
例
と
し
て
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方
附
絵
図
師
と
な
っ
た
石
井

夏
海
の
指
導
に
よ
り
作
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
4
（

。

　
小
泊
区
有
文
書
に
は
、
文

化
一
三
年
作
成
の
絵
図
が
二

枚
残
さ
れ
て
い
る
。
一
枚
は

小
泊
本
村
の
絵
図
で
、
も
う

一
枚
は
、
当
時
、
小
泊
村
に

属
し
て
い
た
新
屋
（
新
谷
）

の
絵
図
で
あ
る
。
サ
イ
ズ
は
、

小
泊
分
が
縦
横
三
三
六
×
二

一
〇
㎝
、
新
屋
（
新
谷
）
分

が
縦
横
二
二
七
×
一
六
〇
㎝

で
あ
る
。
と
も
に
四
辺
の
中

央
付
近
に
東
西
南
北
の
表
記

が
あ
る
。

　
小
泊
の
場
合
、
名
主
・
組

頭
・
百
姓
代
の
ほ
か
長
百
姓

一
二
名
の
連
名
で
、
佐
渡
奉

行
所
に
宛
て
て
作
成
さ
れ
て

い
る
。
絵
図
に
は
、
石
高
や

御
林
、
村
の
共
有
地
や
神
社

寺
院
の
除
地
、
溜
井
用
水
な

ど
の
集
計
デ
ー
タ
も
ま
と
め

て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
絵
図
に
は
、
一
筆
ご
と
に
、

地
番
、
地
字
、
地
目
、
面
積
、

元
禄
検
地

（
5
（

の
と
き
の
請
主
、
現
在
の
持
主
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
赤
＝
道
、
白
＝
屋

敷
畑
、
灰
色
＝
山
、
青
＝
江
川
、
黄
＝
田
地
の
五
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
渦
を
巻

い
た
堤
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
海
岸
部
の
岩
や
洞
穴
、
山
の
木
々
、
百
姓
の
屋
敷
や
神

社
・
寺
院
の
形
な
ど
、
こ
れ
ら
が
絵
画
的
な
表
現
で
描
か
れ
て
お
り
、
見
た
目
に
も

楽
し
い
絵
図
で
あ
る
。

　
ま
た
、
絵
図
作
成
の
台
帳
と
な
っ
た
「
田
畑
屋
敷
反
別
境
附
帳
」（
文
化
一
三
年
）

も
残
さ
れ
て
い
る
。

❷
明
治
七
年
の
壬
申
地
券
地
引
絵
図

　
雑
太
郡
真
光
寺
（
佐
渡
市
真

光
寺
）
の
例
で
あ
る
が
、
壬
申

地
券
の
発
行
に
際
し
て
、
明
治

七
年
四
月
二
八
日
に
地
引
絵
図

の
作
成
が
始
め
ら
れ
、
明
治
八

年
八
月
に
完
了
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る

（
6
（

。

　
小
泊
区
有
文
書
に
も
、
壬
申

地
券
発
行
時
に
作
成
さ
れ
た
と

見
ら
れ
る
彩
色
の
絵
図
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
絵
図
は
、
一
見
し
て
文

化
一
三
年
の
村
絵
図（
小
泊
分
）

を
写
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
サ
イ
ズ
は
縦
横
三
六
七
×
二
〇
三
㎝
で
、
文
化
の

村
絵
図
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。
四
辺
の
中
央
付
近
に
東
西
南
北
の
表
記

が
あ
り
、
袋
書
に
は
、
真
光
寺
に
お
け
る
絵
図
作
成
の
開
始
年
と
同
じ
「
明
治
七
年

調
　
本
村
絵
図
」
と
あ
る
。

　
凡
例
は
、
文
化
の
村
絵
図
の
五
区
分
に
対
し
て
、
六
区
分
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
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持
主
の
情
報
も
更
新
さ
れ
、
地
番
が
新
し
く
振
り
な
お
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
文

化
の
村
絵
図
で
「
同
所
（
岩
ノ
上
）　
六
十
六

　
上
畑
四
畝
歩

　
検
地
嘉
兵
衛

　
当

時
同
人
」
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、「
百
八
四
番

　
字
岩
ノ
上

　
上
畑
四
畝
歩

　

御
検
地
受
嘉
兵
衛

　
持
主
嘉
市
郎
」
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
佐
渡
奉
行
所
の
御

林
（
直
轄
林
）
が
消
え
て
お
り
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
時
代
の
変
化
を
物
語
っ
て
い

る
。

　
な
お
、
こ
の
と
き
同
時
に
作
成
さ
れ
た
は
ず
の
新
屋
（
新
谷
）
分
の
絵
図
は
、
小

泊
区
有
文
書
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

❸
明
治
九
年
の
地
租
改
正
地
引
絵
図

　
小
泊
区
有
文
書
に
は
、「
第

廿
八
大
区
小
壱
区
佐
渡
國
羽

茂
郡
小
泊
村
地
引
絵
図
」
も

残
さ
れ
て
い
る
。裏
書
に「
明

治
九
年
改
租

　
小
泊
村
地
引

絵
図

　
本
村
分
全
」
と
あ
る

一
枚
も
の
の
絵
図
で
あ
る
。

サ
イ
ズ
は
縦
横
四
六
九
×
二

九
二
㎝
で
、
縮
尺
の
表
記
は

な
い
が
、
こ
の
絵
図
の
下
書

き
に
「
此
絵
図
法
曲
尺
六
寸

ヲ
以
テ
壱
町
ト
定
ム
」
と
書

い
て
あ
り
、
六
〇
〇
分
の
一

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
十
字
型
の
東
西
南
北
の
方
位
表
示
が
あ
る
ほ
か
、
凡
例
で
、

田
畑
宅
地
、
墓
所
火
葬
地
、
原
野
山
林
秣
場
草
生
葭
生
萱
生
竹
薮
、
江
筋
溜
川
、
岨
、

山
、
堤
、
道
、
寺
社
現
今
境
内
原
野
斃
牛
馬
捨
場
の
九
区
分
が
示
さ
れ
て
い
る
。
地

番
は
黒
字
で
書
か
れ
、
枝
番
が
赤
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
副
大
区
長
金
子

勘
三
郎
と
戸
長
岡
崎
伊
三
郎

の
ほ
か
地
租
改
正
調
人
と
し

て
岡
崎
兵
九
郎
ら
一
一
名
の

署
判
が
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
と
き
同
時
に

作
成
さ
れ
た
は
ず
の
新
屋

（
新
谷
）
分
の
絵
図
は
、
小

泊
区
有
文
書
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
。

　
小
泊
区
有
文
書
に
は
、
こ

の
絵
図
の
下
書
き
も
伝
わ
っ

て
い
る
。
サ
イ
ズ
は
縦
横
四

六
一
×
三
三
四
㎝
で
、
先
述

の
と
お
り
、
縮
尺
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
～
十
を
繰
り
返
し
た
目
盛
り
が
二
本

あ
る
（
一
目
盛
り
約
三
㎝
）。
凡
例
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
道
が
青
、
江
筋
が
赤

で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
完
成
図
と
同
じ
く
、
地
番
が
黒
字
で
書
か
れ
、
枝
番
が
赤
字

で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
善
次
郎

　
柴
山

　
千
四
百
五
十
七
」
な
ど
の
よ
う
に
、

地
番
の
ほ
か
に
所
有
者
と
地
目
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
渦
巻
き
模
様
の
溜

池
の
表
現
な
ど
、
文
化
一
三
年
の
村
絵
図
や
明
治
七
年
の
壬
申
地
券
地
引
絵
図
に
見

ら
れ
る
絵
画
的
表
現
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
地
租
改
正
地
引
絵
図
の
作
成
に
あ

た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
先
行
す
る
絵
図
が
参
照
、
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。

　
ま
た
、
関
係
文
書
と
し
て
、
地
引
帳
と
地
価
取
調
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。

❹
明
治
二
二
年
の
更
正
図

　
小
泊
区
有
文
書
に
は
、
明
治
二
二
年
五
月
調
製
の
更
正
図
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
当
時
の
小
泊
は
、
羽
茂
郡
亀
ノ
背
村
の
大
字
で
、
亀
ノ
背
村
長
安
藤
真
吉
の
ほ
か
、
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大
字
惣
代
岡
崎
松
伊
、
製

図
者
と
し
て
金
子
助
九
郎

と
山
田
喜
一
郎
の
名
前
が

あ
る
。
形
式
は
切
絵
図
で
、

合
計
八
二
枚
か
ら
な
る
。

凡
例
に
は
、
村
界
、
大
字

界
、
袋
界
、
道
路
、
川
溝
、

畦
畔
、
番
号
、
地
位
等
級
、

字
付
合
、
砂
符
、
堤
塘
、
崖
脚
、
溜
池
、
海
面
の
一
四
の
区
分
が
示
さ
れ
て
い
る
。

縮
尺
は
「
曲
尺
一
分
ヲ
以
テ
一
間
ト
ス
」
と
あ
り
、
地
租
改
正
地
引
絵
図
と
同
じ
く

六
〇
〇
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
十
字
型
の
「
東
西
南
北
」
の
表
示
が
あ
る
。

　
小
泊
で
は
、
こ
れ
を
「
袋
図
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
袋
」
は
村
を
い
く
つ
か
に
分

け
た
単
位
で
、
文
化
一
三
年
の
「
田
畑
屋
敷
反
別
境
附
帳
」
で
は
、「
道
ノ
下
袋
」

以
下
、
合
計
二
一
袋
が
確
認
で
き
、
袋
単
位
で
一
筆
ご
と
の
デ
ー
タ
が
列
記
さ
れ
て

い
る
。
袋
は
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
が
あ
り
、
明
治
二
二
年
の
更
正
図
で
は
、
六
〇
袋

が
確
認
で
き
る
（
一
袋
が
一
～
四
枚
で
描
か
れ
て
い
る
）。

　
小
泊
区
で
は
、
こ
の
図
面
を
一
枚
ず
つ
裏
打
ち
し
、
現
在
も
境
界
な
ど
の
確
認
に

際
し
て
利
用
し
て
い
る
。

（
1
） 　
佐
藤
利
夫
「
佐
渡
に
お
け
る
区
有
文
書
の
保
存
と
活
用
」（『
新
潟
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
』

第
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
2
） 　
大
野
区
有
文
書
目
録
作
成
委
員
会
『
大
野
区
有
文
書
（
新
潟
県
佐
渡
郡
新
穂
村
大
字
大
野
）』

二
〇
〇
〇
年

（
3
） 　
徳
永
和
夫
「
佐
渡
地
区
資
料
所
在
調
査
の
概
要
（
上
）（
下
）」（『
新
潟
県
立
文
書
館
研
究
紀

要
』
第
六
号
・
第
八
号
、
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
一
年
）

（
4
） 　
大
野
郷
土
史
編
纂
委
員
会
編
『
山
と
川
と
大
地

　
佐
渡
大
野
史
』（
大
野
区
、
一
九
九
七
年
）

（
5
） 　
元
禄
検
地
と
は
、
佐
渡
奉
行
荻
原
重
秀
の
命
令
に
よ
り
佐
渡
全
域
で
行
わ
れ
た
検
地
で
、
元

禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
検
地
帳
が
作
成
さ
れ
た
。
元
禄
検
地
帳
は
、
そ
れ
以
降
の
江
戸
時
代

註

に
お
け
る
基
本
的
な
土
地
台
帳
と
な
り
、
各
地
の
区
有
文
書
の
な
か
で
も
最
も
重
要
な
文
書

と
し
て
、
代
々
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
小
泊
区
有
文
書
に
も
元
禄
検
地
帳
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
6
） 　
佐
和
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
和
田
町
史
』
通
史
編
Ⅲ
（
佐
和
田
町
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
一
年
）
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（
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
〇
年
九
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
審
査
終
了
）

図 6　�明治２２年　更正図（部分，
羽茂郡亀ノ背村大字小泊
百廿四番道ノ下袋全図）




